
 

令和７年２月 20 日 

国土交通省 東北地方整備局  

福島河川国道事務所 

 

国道４号 福島
ふくしま

北
きた

道路の 

道路計画検討に関する意見聴取を実施します。 

～みなさまのご意見をお聞かせください～ 
 

国道４号 福島北
ふくしまきた

道路における道路計画の検討にあたり、地域のみなさまや道路を利用される方が重視さ

れる項目について、ご意見をお伺いするアンケート調査及びヒアリング調査を行いますので、ご協力をお願

いいたします。 

 

アンケート調査について 

○対象区間：国道４号 福島北道路 

○調査期間：令和７年２月２１日（金）～令和７年４月３０日（水） 

○調査内容：対象区間の道路計画の検討にあたり、地域のみなさまや道路を利用される方が重視する項目について、意

見を把握するために実施します。 

調査方法 実施方法 実施期間 

インターネット 

（WEB） 

福島河川国道事務所ホームページに掲載します。 

https://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/kitadouro  

令和７年２月 21 日(金) 

       ～ 

令和７年４月３０日（水） 

返信用はがき ① 別紙の対象区間沿線地域にお住まいの方には、全世帯に対して郵送

にて配布します。 

② 別紙の周辺地域（対象区間沿線地域を除く）にお住まいの方には、抽

出した世帯に対し、郵送にて配布します。 

③ 対象区間を利用する事業者へ郵送配布します。 

④ 各自治体の公共施設等にアンケート調査票と回収ボックスを設置しま

す。（設置箇所は別紙参照）  

令和７年３月１９日（水） 

    ～ 

令和７年４月３０日（水） 

 

 

ヒアリング調査について 

〇調査期間：令和７年２月 21 日（金）～令和７年４月３０日（水） 

○対 象：対象区間の沿線地域及び広域的な利用が考えられる地域の自治体、団体、事業者。 

○調査内容：対象区間の道路計画の検討にあたり、業務等で道路を利用される際に重視する項目について、意見を把握

するために実施します。 

※なお、対面での聞き取りを予定していますが、調査票送付と電話聞き取りによる対応も可能です。 

 

 

【発表記者会：福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ】 

【お問い合わせ先】 
国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所 

TEL 02４-５４６-４３３1(代表)  E-mail：thr-fukushima@mlit.go.jp 

副所長（道路担当）  岩渕
いわぶち

  賢一
けんいち

  （内線 ２０５） 

調  査  課  長   松山
まつやま

  智
さとし

   （内線 ４５１） 

記者発表資料 



別 紙  

１．アンケート調査票・返信用はがきの配布 

①調査対象地域にお住まいの方 

・対 象 地 域：福島市、伊達市、桑折町、国見町 

・配 布 方 法：郵便にて配布を行います。 

・配布予定日：令和７年３月１９日（水）～ 

 

②上記以外の方 

下表【調査票・回収ボックス設置箇所一覧】に示す公共機関、道の駅等にアンケート調査票・返信用はがき

と回収ボックスを設置します。 

また、インターネットによる回答も可能です。 

 

２．アンケートの回答方法 

①インターネットによる回答     

 
アンケートページＵＲＬ：https://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/kitadouro 

 

②返信用はがきによる回答 

返信用はがきに回答をご記入いただき、お近くの郵便ポスト、または下表【調査票・回収ボックス設置箇

所一覧】に示す公共機関、道の駅等の回収ボックスへ投函してください。 

 

【調査票・回収ボックス設置箇所一覧】     【調査対象地域及び対象区間】 

                        設置場所 

国土交通省 ・福島河川国道事務所 

・福島国道維持出張所 

・東北中央道維持出張所 

福島県 ・福島県庁、県北建設事務所 

自治体 

 

・福島市役所（本庁、全 18 支所） 

・伊達市役所（本庁、伊達総合支所） 

・桑折町役場 

・国見町役場 

公民館 ・桑折町中央公民館 

公共施設 

民間施設 

・福島駅西口複合施設「コラッセふくしま」 

・福島市アクティブシニアセンター「AOZ」 

・イオン福島 

道の駅 ・道の駅 ふくしま  

・道の駅 国見 あつかしの郷 

・道の駅 伊達の郷 りょうぜん 

・道の駅 安達 
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ご意見を踏まえて、ルート帯を検討する上で
重視すべき事項について、以下の8項目を考えています。

詳 細 は 裏 面 を ご 覧 く だ さ い

必要な交通容量の確保A

安全な交通環境の確保B

円滑な物流ルートの確保C

信頼性の高い
救急搬送環境の確保

D

政策目標 その他配慮事項

B案
バイパス案

A案

至 郡山市

ふくしま

福島市

13

114

至

米
沢
市

だ て

伊達市

こおりまち

桑折町

E４

E13

13

４

115

399

伊達中央IC

桑折JCT

福島大笹生IC

福島JCT

福島飯坂IC

福島西IC

東
北
自
動
車
道

福島市役所

福島県庁

至 仙台市

伊達
桑折IC

対
象
区
間

115

福
島
西
道
路

桑折駅

伊達駅

東福島駅

福島駅

南福島駅

金谷川駅

笹木野駅

庭坂駅

桑折町役場

お問い
合わせ

国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所 調査課

024-539-6128TEL （平日 9:00～17:00）

アンケートのご回答は までにお願いします。

ふ く し ま き た

thr-fukushima@mlit.go.jpEmail

対象区間の道路について
ご意見をお聞かせください

アンケート
対象区間

道路凡例
高速道路
一般国道
主要地方道・一般県道
5車線以上
4車線
2車線

4全 問
（約4分程度）

福島県復興シンボルキャラクター
キビタン

生活環境E

自然環境F

工事の影響G

経済性H

地域や道路の課題解消のため、

現道改良案

全線をバイパスで整備し、課題解消を図る案
国道13号を含めた国道４号（福島市中心部）を

迂回するバイパスを形成

バイパス

現道を改良（主要交差点の立体化及び
混雑区間の副道整備）することで

現道機能強化を図り、課題解消を図る案

現道改良整備

Web回答は
こちらから

至

仙
台
市

至

郡
山
市

387
387

至

仙
台
市

至

郡
山
市



伊達市

福島市公設
地方卸売市場

福島

ﾄﾗｯｸﾀｰﾐﾅﾙ

至 相馬市

福島飯坂IC

4

13

115

399

E4

桑折町

福島市

E13

桑折JCT

至

郡
山
市

至 米沢市

13

至

仙
台
市

【Ａ案】現道改良案
0㎞ 0.5㎞ 1㎞

伊達桑折IC

福島西IC

【Ｂ案】バイパス案

福島西道路（Ⅱ期）
事業中

83%

55%

58%

69%

15%

41%

37%

27%

2%

4%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A 渋滞により
通過に時間がかかる

B 交通事故が多い

C 物資輸送において
問題が発生している

D 救急搬送の支障になっている

約8割

約6割

約6割

約7割

▶信号交差点の増加や沿道施設等の立地に伴

う出入り車両の増加によって走行速度が低下
している等の意見がありました。

たくさんのご回答ありがとうございました!

対象区間の利用目的 課題の認識
住民・道路利用者 回答票数 16,741 票 住民・道路利用者 回答票数 16,741 票

事 業 者 回答票数 425 票

約5割が
運送・運搬で利用

約8割が
日常利用約2割が

非日常利用

A 渋滞

■ 問題と思う（そう思う・ややそう思う）
■ 問題と思わない（あまりそう思わない・そう思わない） ■ 無回答

※その他：「営業」、「送迎」、「旅客」、「利用しない」の合計

ルート案 現 道 改 良 案 バ イ パ ス 案

ルート概要
現道を改良（主要交差点の立体化及び

混雑区間の副道整備）することで
現道機能強化を図り、課題解消を図る案

全線をバイパスで整備し、
課題解消を図る案

国道13号を含めた国道４号（福島市
中心部）を迂回するバイパスを形成

政
策
目
標

必要な交通容量の
確保

交通容量の確保
• 現道改良により、信号交差点が集約され、交

通容量が確保される。
• バイパス整備により、交通容量が確保される。

安全な交通環境の
確保

安全な交通環境の
確保

• 現道改良により、沿道出入りが集約され、渋
滞に起因した事故が減少し、交通環境が改善
する。

• バイパス整備により、安全な交通環境が確保
されるとともに、国道４号では渋滞に起因し
た事故が減少し、交通環境が改善する。

円滑な物流ルートの
確保

物流経路の安定性
向上

• 現道改良により、沿道出入りが集約され渋滞
が緩和し、物流ルートの安定性が向上するが、
新たな物流ルートは形成されない。

• バイパス整備により、現道の渋滞緩和を図り
安定性向上を図るとともに、新たな物流ルー
トが形成される。

信頼性の高い救急搬
送環境の確保

救急搬送の安定性と
信頼性向上

• 主要交差点の立体化により、渋滞に伴う加減
速が改善され、救急搬送の安定性は向上す
るが救急搬送ルートの選択肢は拡大しない。

• バイパス整備により、渋滞が緩和され、救急
搬送の安定性が向上するとともに、救急搬送
ルートの選択肢が拡大し、信頼性も向上する。

そ
の
他
配
慮
事
項

生活環境

生活環境への影響
（集落・市街地の大気
質・騒音）

• 副道の整備により発生源から離れることで低
減効果は期待できるものの交通量の転換が
図られないため、現道の環境改善は限定的。

• バイパス整備により、交通量がバイパスに転
換することで、現道の沿道環境が改善。

自然環境
自然環境への影響
（動物、植物、生態系等）

• 現道改良のため、地形改変が小さく自然環
境への影響は小さい。

• バイパス整備のため、地形改変が発生し自然
環境への影響が懸念される。

工事の影響 現道交通への影響
• 全線が現道拡幅のため長い期間交通規制が

必要となるため、現道交通への影響は大きい。
• バイパス整備のため、施工時の現道交通への

影響は小さい。

経済性 整備に関する費用 約1,100～1,300億円 約1,000～1,200億円

B案A案

全線をバイパスで整備し、課題解消を図る案です。
国道13号を含めた国道４号（福島市中心部）を迂回する
バイパスを形成します。

現道を改良（主要交差点の立体化及び混雑区間の副道整備）
することで現道機能強化を図り、課題解消を図る案です。

Ｂ 事故

▶施設からの出入り交通や無理な車線変更があ

り、急ブレーキや接触事故等の危険を感じる
等の意見がありました。

▶遅れないよう時間に余裕を持たせると、ドラ

イバーの拘束時間が長くなり負担が増加する
等の意見がありました。

Ｃ 産業･物流 Ｄ 医療

▶交差点が多く渋滞しているため、救急搬送に

も支障がある等の意見がありました。

日常
75%

非日常
18%

その他
4%

利用しない 3%

日 常 的 利 用
非日常的利用
そ の 他

： 「仕事」、「通勤」、「通学」、「通院」、「家事（買い物など）」、「送迎」の合計
： 「レジャー・ドライブなど」
： 「その他」、「無回答」の合計

※

運送・運搬
47%その他

53%

90％

65％

72％

72％

9％

33％

26％

26％

1％

2％

2％

2％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A 渋滞により
通過に時間がかかる

B 交通事故が多い

C 物資輸送において
問題が発生している

D 救急搬送の支障になっている

約9割

約7割

約7割

約7割

■ 問題と思う（そう思う・ややそう思う）
■ 問題と思わない（あまりそう思わない・そう思わない） ■ 無回答

事 業 者 回答票数 425 票

※現時点の概算であり、今後のルート検討、土地利用状況等により金額が変更となる場合がある

至 仙台市

至 福島市中心部

至 仙台市

至 福島市中心部

至 福島市中心部

至 仙台市

至 仙台市

至 福島市中心部

詳細はHPで紹介中

道路凡例

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

5車線以上
4車線
2車線

救急医療機関

対応方針（ルート帯） 凡例

Ａ案 現道改良案

Ｂ案 バイパス案


